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広節裂頭条虫Ｄ功/Mo6o/"γｊ"川/ａｔ川(Linne，１７５８）

ヒト実験寄生に認められた卵排出周期'性
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Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：broadtapeworm，Ｄ⑫/1y"o6oZM…Ｚａｔｚ""，periodicdestrobilation，periodic

egg-discharging，pseudapolysis，strobilaperiodicity

著者らは，フィンランド産広節裂頭条虫を実験的にヒ

トに感染させてその臨床経過の概要を報告した（川崎

ら，1980)．その際，２回にわたる駆虫の後約２カ月間糞

便中に虫卵あるいは片節の排出を認めなかったので，当

時の常識に従って完全駆虫に成功したものと判断した．

ところが，３年10カ月余を経て全く,思いがけず，排便中

に約１ｍ余りのストロピラの排出を認めた．このスト

ロピラは，その片節および虫卵の形態的特徴および生化

学的特徴などから，日本産裂頭条虫の新たな感染では

なく，フィンランド産広節裂頭条虫の生残虫体と確認で

きた．

そこで，ストロビラの周期的離脱による卵排出の周期

性として，ＳＰｉ７ｏｍａｒａ属条虫に知られているStrobi‐

laperiodizitﾖｔ（Odening，1983）が，広節裂頭条虫Di-

PhyZ/o6otMz`'〃／ａｔz`"Z（Linn6，1758）にも存在するた

め，虫卵無排出期を完全駆虫の結果と誤って判断したも

のと考え,虫卵検査を長期間連続して行ったところ,虫卵

排出期と虫卵無排出期が交互に繰返されていることを確

認できた．広節裂頭条虫については，偽片節離脱（pseu‐

dapolysis)現象が示唆されている(WardleandMcLeod，

1952）のみで，明確な周期性を確認した報告はこれが最

初のものである．

寄生経過：プレロセルコイド摂取後16日目に初めて虫

卵排出を認め，３７日後（１０月７日）約1.2ｍのストロビ

ラの自然排出を見た．６７日後（11月６日）駆虫を試み３

虫体を駆出し，111日後（12月20日）再駆虫を行い１虫体

を駆出した．その後約２カ月（1979年３月１日迄）糞便

中に虫卵，片節を認めず，駆虫成功と判定された．３年

10カ月と10日を経た1982年11月１日，約１ｍのストロ

ビラを自然排出した．これは，片節および虫卵の形態的

特徴，とくに陰茎嚢が水平位をとり，貯精嚢がその斜め

背方に隠れるように接続すること，虫卵の短径が45/1ｍ

をこえることから，日本産広節裂頭条虫の新感染は否定

され（後に，虫体可溶性蛋白，数種酵素の等電点電気泳

動像によっても確認)，先の実験感染の継続寄生と判定

された．

虫卵検査：検便はすべてＡＭＳⅢ法による集卵を行

いＥＰＧ（eggspergram）の算定は，Stoll法によっ

て行った．間隔は，1978年中は毎日，1982年11月１日片

節連体排出後約１カ月は５日毎に，続く約２カ月は10日

毎に行い，1983年２月10日虫体生残確認後は７日毎に行

った．但し，しばしば連日検査を行って，７日以内の変

化のないことを確認した．

結果

複数寄生の期間（1978年９月24日から12月22日まで）

の連日検査によるＥＰＧの変動は，Ｆｉｇ．１の上段に示

したが，１０月７日（EPG：２８．０×104)，１０月24日(EPG：

37.3×104)，１１月５日（EPG：37.3×104)，１１月19日

(EPG：２０．５×104)，１２月14日（EPG：２４．７×104）など

を頂点とする卵排出の波動性が辛うじて読みとれる程度

であった．１０月７日の第１波の頂点に一致して，destro．

材料と方法

条虫感染：フィンランド産バイクから得られたＤｉ‐

ｶﾉljﾉ"o6otM""Ｍａｔ…（Linn6，1758）のプレロセルコ

イド６個体を，1978年９月１日，著者の１人が水道水と

ともに嚥下した（ＹａｚａｋｉｅＺα/､，1984)．
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Ｆｉｇ．１Egg-discharginginexperimentalhumaninfectionwithD．〃、"z・

Ｉ：Initialinfection， Ｓ：Spontaneousexpulsion，
Ｄ：Dehelminthisation．

TablelOutlineofegg-dischargingperiodicity

Ｄａｙｓ（Weeks）
Ｄate

Negative-phasePatent-period

9４（＝13）Negative-phase

Patent-period

Negative-phase

Patent-period

Negative-phase

Patent-period

Negative-phase

Patent-period

Nov、３，１９８２－Ｆｅｈ４，

Ｆｅｂ５，

Apr、２２，１９８３－Jun、３０，

JuLL

Sept、２，１９８３－Jan、１９，

Jan、２０，

Ａｕ９．１０，１９８４－Ａｕ９．２３，

Ａｕ９．２４，

l983

1983-Apr、21,1983

1983

1983-Ｓｅｐｔ、1,1983

1984

1984-Aug、9,1984

1984

1984-Ｎｏｖ、２，１９８４

7６（÷11）

7０（１０）

6３（９）

140（２０）

203（２９）

1４（２）

4２（６）

ビラ自然排出後，９４日（約13週）のnegative-phase（虫

卵無排出期）を経て，７６日（約１１週）のpatent-period

(虫卵排出期)が現われ，約２週後ＥＰＧ：９．５×104,3～

６週後にはＥＰＧ：２１．０×104から27.2×104に，７週後

頂点の46.8×104に達し，８～11週後20×104台に下っ

たのち一転してnegative-phaseに入った．７０日（10週）

のnegative-phase後，６３日（９週）のpatent-period

が現われ，ＥＰＧは３週後１４×104,4週後頂点の３９．５

×104に達し，５～９週後20×104台を示した後一転し

てnevative-phaseに入った．このnegative-phaseは長

bilation現象を示唆する約１ｍのストロビラ自然排出

の後も，１１月６日の駆虫による３虫体と考えられるスト

ロビラの駆出後も，虫卵は継続して排出され，１２月20日

の再駆虫後12月23日に虫卵陰性となるまで，虫卵無排出

期negative-phaseは一度も顕在化されなかった．

生残虫体のものと判断されるストロビラが排出された

1982年11月１日以降の虫卵排出の変動はＦｉｇ．１の下段

に示した．Tableｌにも示した如く，negative-phase

(虫卵無排出期）とpatent-period（虫卵排出期)が交互に

繰返される現象が明確に認められた．すなわち，ストロ

(５４）
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andMcLeod，1952)，他にこの現象に注目した報告はな

い．日本のいわゆる広節裂頭条虫は，北欧原型種との間

に多くの相違が認められ，別の取扱いが予定されている

が（山根，1984)，これについてもperiodicdestrobi‐

lation（周期的体節離脱）あるいはstrobilaperiodicity

(ストロピラ周期性）に基づく卵排出の周期性に着目し

た報告は見られない．但し，江口（1926）は実験感染の

イヌで，糞便中卵陽性となった後，片節排出後約20日間

の卵陰性を経て再び卵陽性となった例を記録し，大島

(1976）はヒト寄生例で『発育途次の虫体は片節を排出

しても虫卵陰性の例』があったことを報告している．こ

れらの例から，日本のいわゆる広節裂頭条虫においても

ストロビラ周期性の存在する可能性が予測される．これ

までストロビラ排出を頻繁に認める現象を主として宿主

寄生虫関係の未熟さと解釈する傾向があったが，むしろ

周期的体節離脱periodicdestrobilationの観点から注目

すべきであろう．但し，ヒト寄生期間は北欧原型種にく

らべて遙かに短いもので，適応性の低いことは否定でき

ない．

Ｓｐｉ７ｏｗｅｔ７ａ属の場合，卵無排出期の始まり又はその

直前に種々の長さのストロビラあるいは幾つもの断片が

自然排出されることがしばしばあり，それらの離脱部分

は完全な卵産生停止段階のものだけでなく，子宮内の卵

産生又は貯蔵を認める片節を含んでいるが（Odening，

1983)，われわれの場合も同様で，複数寄生時の最初の

自然排出，周期性顕在化後の３回に及ぶ自然排出はいず

れも虫卵無排出期に転ずる時に一致しており，片節は子

宮内に虫卵を満しているものが多かった．

虫卵排出期の長さは，SPirome〃α属では約30～40日

以内が一般的で，まれにそれより長く最高約80日となっ

ているが，われわれの場合は約60日を超えるのが一般的

で，最終１回だけ約40日であった．虫卵無排出期の長さ

は，Spi'ｗ,zez7a属では虫卵排出期よりも短く約30日以

内が一般的で，ごくまれにそれより長く最高約70日であ

るが，われわれの場合は約90日以上が一般的で最終１回

だけ14日という短さであった．SPiγｏｍｅｔｒａ属において

は別個体，同一個体にかかわらず，各周期の長さは一定

せず，変動幅がかなり大きいが，この点は広節裂頭条虫

も同じであろうが，１つの周期の長さは広節裂頭条虫の

方が長い傾向が認められる．

Ｓｐｉ７ｏｍｅｔ７ａ属において，２虫同時感染（１虫のみ寄

生した可能性も否定できない）例で，１虫寄生と同様の

周期性を現わしたことの報告があるが（Odening，

1983)，われわれの実験では，６虫同時感染の後，２回の

<１４０日（20週）も続き，２０３日（29週）という最長の

patent-periodが現われ，４週後ＥＰＧ１０×104に，５週

６週は20×104台を上下したのち７週後30×104の頂点

に達した．その後８～10週後10×104台に下った後，１１

週後再び30×104台に近づき，１２～26週後は20×104前

後を上下し，２７週，２９週後30×104にやや近づいたのち

一転してnegative-phaseに入った．最後に，１４日（２

週）という最短のnegative-phaseを経て，patent‐

periodに入り，急増して２週後20×104に近く，３週後

に30×104を超え，４週後40×104に近く，５週後一旦下

って６週後40×104近くに達した後，一転してnegative‐

phaseに入った．その後，９カ月以上糞便内に虫卵，片

節などを認めず，免疫血清反応もごく微弱となったの

で，虫の寿命が尽きたものと判断した．周期性が顕在化

した後，２回目のpatent-periodの終りに一致して

(1983年８月28日)，約５ｃｍのストロビラ断片の自然排

出を認め，４回目（最終）のpatent-periodの終りに一

致して（1984年10月30日)，崩解寸前のストロビラ断片

のかなりの数が自然排出された．

考察

SPiro,"e〃α属に認められるperiodicdestrobilation

(周期的体節離脱)現象については，Odening,1983が詳

細に述べている如く，かなり古くから暗示的な観察記録

はあったが，明確な報告はOpuniandMuller（1974)，

Odening（1975)，Tscherner（1975）およびOdening

undBockhardt（1976）などによって行われた．

WardleandMcLeod(1952）は，擬葉類条虫の大部分

においてストロビラの後半片節が一斉に卵産生可能とな

り，産卵門を通して排卵されるものと推測し，それらの

片節の卵産生能は無限ではなく老衰現象がおこり，老熟

片節連体がストロビラから離断されるものと考え，その

現象をpseudapolysis(偽片節離脱）と呼んだ．Odening

(1983）は，外的な誘因のない，内因的な周期的体節離脱

periodicdestrobilationによって，negative-phase（卵無

排出期）が周期的に現われ，その間に交互にpatent‐

period（卵排出期）が配置されるとし，ＳPﾉｱｏｍｅｔ７ａ属

においては偽片節離脱がこのように極端に現象すると考

えた．そして，卵無排出期に剖検すると，宿主腸管内に

は頭節と頚部のみ，あるいはごく短い片節部を伴った虫

体が見出されることを示した．

広節裂頭条虫りわ/MZo6oZMz”ｍＺ…（Linn6，

1758）については，これ程顕著な現象ではないが似たよ

うなことが認められると指摘されているが（Wardle

（５５）
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ぴにWikgren教授のご援助に深く感謝の意を表し，教

室の若原小夜子技官のご助力に感謝致します．

駆虫で４虫体駆出されたと思われ，３年10カ月余を経て

生残虫体に気付いたわけであるから，少くとも２虫生残

の可能性があるが，寄生率の点からも，卵排出周期性の

点からも，１虫生残の可能性が高いと考えられる．な

お，複数寄生時よりも単数寄生時にＥＰＧの値が大きい

のは，いわゆる密集効果の影響と考えられる．

最後に，虫卵検査によって裂頭条虫の寄生を診断する

場合，このstrobilaperiodicity現象に基づく虫卵無排出

期の存在を考慮した判断が必要であり，とくに広節裂頭

条虫の場合，７０～140日にも及ぶ虫卵無排出期を考慮す

れば，従来行われている駆虫後１～２カ月の検査での判

断は明らかに不十分であることを強調したい．

結語

フィンランド産バイクから得られたプレロセルコイド

６個体を同時に嚥下して感染した，DiP/Ｍ/o6oZMz`''Ｚ

ＪａＺ""（Linn6,1758）の実験的ヒト寄生例において，４

カ月の間に２回の駆虫を行い，４個体と判断されるスト

ロピラを駆出した．その後，３年10カ月余を経て１個体

と判断される虫体生残に気付き，自然排出又は死滅した

と思われる迄の約２カ年にわたって虫卵排出を継続観察

した結果，negative-phase（虫卵無排出期）とpatent‐

period（虫卵排出期）が交互に４回明確に繰り返された

ことを確認した．

これは，非誘因`性すなわち内因性の，周期的destro‐

bilation(体節離脱）に基づくnegative-phase（卵無排出

期）によって隔てられてpatent-period（卵排出期）が交

互に現われるstrobilaperiodicity（ストロビラ周期性）

(＝egg-dischargingperiodicity卵排出周期性）として，

SPi7omeZγα属に認められている現象（Odening，1983）

が広節裂頭条虫にも存在することを初めて示したもので

ある．
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EVIDENCE OF EGG-DISCHARGING PERIODICITY IN EXPERIMENTAL HUMAN

INFECTION WITH DIPHYLLOBOTHRIUM LATUM (LINNE, 1758)

Hajime KAMOd, Seiichi YAZAKI15, Soji FUKUMOTOd,

Joji MAEJIMA15 AND Hironaka KAWASAKP>

(n Department of Medical Zoology and 2) Second Department of Internal

Medicine, Tottori University School of Medicifie, Yonago 683, Japan)

One of the authors was voluntarily infected with 6 plerocercoids of Diphyllobothr'ium latum

(Linne, 1758) obtained from a pike, Essox lucins, in Finland on September 1, 1978. Since the

first appearance of eggs in feces on day 16 postinfection, the stool examinations for eggs were

continuously positive from 20 days onward. Although some cyclical fluctuation was observed in

daily egg production, any negative phase, when no egg is discharged, has never been observed

even after the spontaneous expulsion of a strobila (on Oct. 7 , 1978) and removal of 3 strobilae

by the first treatment (on Nov. 6 , 1978) as well as one strobila by the second treatment (on

Dec. 20, 1978). Since then no egg was found in the feces for at least 2 months, and the patient

was thought to be completely cured.

However, about 3 years and 10 months later (on Nov. 1 , 1982) a strobila of about 1 m

long was spontaneously expelled, suggesting still existence of 1 worm or 2 (less possibly). The

periodic discharging of eggs was distinctly actualized as the results of the weekly stool examina

tions for eggs for about 2 years until the removal of worm due to the natural death (on Oct.

30, 1984). Four negative-phases and four patent-periods were alternately observed at irregular

intervals.

This is the first demonstration of "egg-discharging periodicity" in Diphyllobothrium latum

(Linne, 1758), suggesting the phenomenon of "strobilaperiodicity", which has been known only

in Spirometra as "the non-induced, endogenous periodic destrobilation, an extreme of pseudapo-

lysis" by Odening, 1983.
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